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概要

2017年 10月に光州で開催された韓国電子音響音楽学
会の年次大会 KEAMSAC、ならびに併催された音楽祭
SICMFについての参加報告を行う。両者はいずれも名
称に Korea、Seoulとあるが、プログラムは国際的な公
募で集まった各国からの参加者による研究発表・作品
上演で成り立っている。日本人唯一の参加者として、
この一連のイベントについて、筆者が過去に出席した
ICMC、SMC、WOCMATといった他学会との比較も交
えて報告する。

1. はじめに

本稿で ICMC、SMC、WOCMATを比較対象として
挙げた理由は、①過去に筆者が発表者として出席した
コンピュータ音楽系のイベントのうち、②国際的な公
募を行い採択された作品のコンサートあるいはインス
タレーション展示とペーパーの発表が同期間に行われ
るという共通点にある。ICMC(International Computer
Music Conference)は周知の通りコンピュータ音楽系の
代表的な国際会議で、筆者が出席した中でも 2014年
の SMC(Sound and Music Computing Conference)との
共同開催の際には 900を超える作品応募があったとい
う大規模なものである。SMC も比較的規模の大きい
会議の一つだが、欧州を拠点とすることを特徴として
いる。WOCMAT(International Workshop on Computer
Music and Audio Technology Conference)は台湾で開催
される国際会議で、規模は小さいものの、2016 年度
に Ircam Forumとの併催を実現したり、しばしば John
Chowning や Miller Puckette といった重要人物を基調
講演者として招くなど存在感を示している。
そして、この度 2017年次大会に筆者が初めて出席し

た KEAMSAC(Korea Electro-Acoustic Music Society’s
Annual Conference)、SICMF(Seoul International Com-
puter Music Festival)は、韓国で 20年以上の歴史を持
つ。二つの異なる名を持つイベントは、1993年に設立

された KEAMS(Korea Electro-Acoustic Music Society)
によって運営されており、KEAMSは「今もなお韓国
のコンピュータ音楽の活発な拠点であり、メンバーは
現在、アジア、ヨーロッパ、アメリカで学んだ数々の
作曲家、コンピュータ音楽家、研究者から構成されて
いる」(Dudas 2010)。実際、筆者が現地で KEAMSメ
ンバーや発表を行った韓国人から聞いた話によれば、
多くが欧米への留学経験があるということだった。さ
て、この一連のイベントについての「報告」をこの度
のテーマに掲げたのは、近隣国での開催であるため日
本からの参加者が自分以外にある程度いるだろうと予
測して会場に赴いたところ、KEAMSAC、SICMF共に
日本人発表者が筆者のみであったと言う理由からであ
る。そこで今回、筆者なりの視点からこの会議参加に
ついて報告したい。未だ過去の経験は浅く、知識や情
報の偏りが散見されると思われるが、どうかご容赦い
ただきたく、また、新たな議論の提起や助言を頂戴で
きれば幸いである。

2. KEAMSAC2017

2.1. 会議の概要

2017年10月24-26日に、KEAMSの年次大会KEAM-
SAC2017が光州の ACC(Asia Culture Center)で開催さ
れた (図 1)。光州は韓国南西部に位置する広域市であ
る。最寄りの光州空港は国際線の運航がなく、海外か
らの出席者はソウルや韓国の他都市を経由した。会場
の ACC は光州空港から地下鉄で 30 分程度で、駅が
施設に直結しており交通の便が良い。ACC Children、
ACC Archive&Research、ACC Creation、ACC Culture
Exchange、ACC Theaterという５つの施設から成る近
代的な複合施設である (図 2)。会議は ACC Theaterに
て開催された。この建物内には数百人を収容できる「シ
アター」や、会議室サイズの「アトリエ」があり、基調
講演を含む全てのペーパー発表は、壁面いっぱいに備

– 31–



先端芸術音楽創作学会会報 Vol.9 No.3 pp.31–37

え付けられた大きな鏡の前にスクリーンを設置し「ア
トリエ 2」にて行われた。
ペーパー募集に際して今年度大会独自のテーマは特

に設定されておらず、カテゴリーとしては「コンピュー
タ音楽学、電子音響音楽の分析、音楽心理学、コンピュー
タ支援作曲、自動作曲、美学」などに関するトピックが
推奨された。7月に提出〆切が設定され、その後 8月
に延期された後、採否は 9月に通知された。投稿はフ
ルペーパーではなく 2000words以内のアブストラクト
であった。後に、採択された発表の中からいくつかが
ジャーナル掲載のためにセレクトされ、セレクトされ
た著者はフルペーパーを提出する、という流れとなっ
ている。

図 1: Asia Culture Center（2017年 10月 24日筆者撮影）

2.2. 会議での言語

KEAMSAC2017の公式ウェブサイトにある CFPの
テキストは韓国語、英語で併記されている (図 3)。ま
た、会議での発表は英語に限るが、proceedingsの原稿
や、セレクトされた場合ジャーナルへのフルペーパー
は韓国語も認められている。国際的な公募を行うとは
いえ「韓国電子音響音楽学会」の年次大会であるゆえ、
投稿者への配慮として言語の選択肢が設けられている
のは不自然でもないだろう。他の国際会議ではどうか。
ICMC では、筆者が知り得る限りの情報ではあるが、
2013年度以降は英語以外の言語が使用されていたこと
はなかったが、上海で開催された ICMC2017の CFP、
CFWは中国語の併記があり、原稿も英語と中国語が認
められていたようである。大国である開催国内からの
積極的な投稿を促す為の策であろうと思われる。2018
年は ICMC年次大会が大邱で開催されることとなって
おり、東アジアでの開催が連続する。ICMC2018の公
式ウェブサイトが早速立ち上がっているが、現時点で
は英語のみの表記であり、CFPにも言語に関する記載
はないため、ペーパーも発表も英語のみという一般的

図 2: ACC Theater（2017年 10月 23日筆者撮影）

な国際会議の扱いとなろう。KEAMSのメンバーでも
あり、ICMC大邱大会のホストを務める Tae Hong Park
と Doo-Jin Ahnも KEAMSAC2017に姿を見せており、
会議の出席者と積極的に交流を図っていた。ICMCは
年ごとに異なるエリアが会場となる傾向にあり、近隣
国で 2年連続して開催されることは珍しい（図 4）。さ
らに、アジアでの開催は 2003年のシンガポール大会
以来、東アジアでの開催は 1999年の北京大会以来と、
上海大会が久々のアジア開催であった。それに加えて
翌年も大邱ということで、東アジアのコンピュータ音
楽界の活性化に期待できる流れである。

会議での使用言語の話題に戻そう。毎年台湾で開催
されるWOCMATは名称に Internationalとあるものの、
比較的国内向けの印象が強いように感じた。筆者はこ
れまで 2012、2016年次大会に出席したが、2016年は
基調講演、通常のペーパー発表ともに英語から台湾語
への逐次通訳が行われていた。現地語を理解しない出
席者・発表者にとっては、国際会議の場で都度話の流
れを中断されることに若干ストレスを感じるといった
ような状況も見受けられたが、現地からの参加者が多
勢を占めていたため、彼らへの配慮と思われる。
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図 3: KEAMSAC2017公式ウェブサイトより、CFPの
スクリーンショット

(http://keams.org/emille/call/keamsac2017_call.html)

2.3. 参加者の国籍・所属国

通常、多くの国際会議では発表者、聴講者の全てが
登録費を支払う必要がある。学生料金や early birdを設
定することで参加者の経済的負担軽減への工夫がされ
てはいるが、特に遠隔地からの参加や、研究費で補える
立場にない学生などの身分にとっては、旅費を含めて大
きな出費となる。これまで筆者が出席した ICMC2013
（パース）、2014（アテネ）大会では少額ながら採択され
た学生向けの旅費補助があり、提出ペーパー・作品の
評価に応じて金額の多寡が設定されていた。とはいえ、
毎回このような会議出席の為に助成金の申請に奔走す
るのが筆者を含めた恐らく多くの学生の現状であろう。
そのような中で、KEAMSAC、SICMF2017ではすべて
の採択者が登録費を支払う必要はなかった。さらにす
べての採択者と同伴する演奏者に宿泊先が用意されて
いるという手厚い補助もあり、これらは Arts Council
Koreaによるものであった。CFP、CFWの時点で既に
それは投稿者に公表されており、その成果だろうか、実
際に会議に出席した顔触れはアジアからよりむしろ遠
隔地からが多いほどであった。欧米の機関に所属して
いる出席者が多く見られたが、国籍はメキシコ、コロ
ンビア、イラン、タイ、クロアチアなど様々であった。

それに対し、時差もなく容易に訪問できる最も近い
国でありながら、日本人発表者が SICMF含めて筆者
以外にゼロという状況には驚いた。投稿はあったが全
てリジェクトだったのか、あるいは投稿自体がなかっ
たのかは分からない。会議の関係者に、毎年これほど
日本人が少ないものかと尋ねたところ、年によっては
2、3人いるという回答だった。どうやらこれは SICMF
を含めての話のようである。KEAMSの公式サイトに
記録のある 2011年次大会以降のプログラムを確認し
たところ、2013、2015年次大会に日本人の発表者がそ

図 4: ICMA公式ウェブサイトより、ICMC開催地リス
トのスクリーンショット

(http://computermusic.org/page/23/)

れぞれ 1名ずつあるが、他の年はゼロである。その 2
名の発表者はいずれも所属機関が日本ではなく、欧米
を拠点としているようであった。加えて、所属先が日
本の機関である外国人も 2017年次大会までの記録に
は見られなかった（2011年は所属先の記載なし）。日
本の研究機関に所属する日本人が発表を行った事例は、
基調講演も含めて少なくとも 2011 年度以降で筆者以
外になかったようである。なお、SICMFの発表者（作
曲家）は 2003年次大会以降の記録が公式ウェブサイト
で確認できる。2017年は公募作品以外のコンサートを
含め 72作品が上演されたが日本人作曲家はゼロ、直近
では表１の通りで、音楽祭においては、日本人作曲家
が 5分の 1を占めるような年もあり、平均すると確か
に毎年 2、3名が作品を上演していることになる。
しかし会議においては何故これほどに少ないのだろ

うか。かといって韓国国内からの発表者ばかりという
ことでもなく、2017年次大会で行われた 16のペーパー
発表のうち、韓国人は 4組、うち 1組は所属先がアメ
リカの大学である。これまで筆者が出席した ICMC、
SMCは、KEAMSACと会議自体の規模が桁違いに異
なるとはいえ、日本の機関に所属する日本人のペーパー
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表 1: 年度別日本人作品数（SICMF公式ウェブサイト
(http://computermusic.asia/index.html)アーカイヴ・ペー
ジの情報に基づき、筆者作成）
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やポスター発表は毎回必ず何組も見かけた。いずれの
大会開催地もオーストラリア、ギリシャ、スウェーデ
ン、ドイツと、日本から決して近い距離にある国では
なかった。KEAMSACが開催される韓国の方が、経済
的にも時間的にも負担なく日本から容易に訪れること
ができるはずなのに、この差はどこから来るのか。ま
ずは会議自体の知名度が大きく影響しているだろう。
ICMC、SMCはコンピュータ音楽界での代表的な国際
会議であり、日本に限らずこれらに照準を合わせて投稿
を目指す学生、研究者は少なくないはずである。ペー
パー採択率や CFPの〆切時期、会議の開催時期も原因
だろうか。しかし KEAMSAC の採択率は公表されて
いない。CFPは〆切の数ヶ月前に ICMAの会員メーリ
ングリストにも回送されており、決して〆切直前まで
CFPが公開されなかったわけではない。投稿〆切は同
じ 10月開催の ICMC上海大会が 3月であったのに対
し、KEAMSACは 7月（その後８月に延期）であり、時
間的な余裕はあったはずである。開催時期は今年度に
ついては ICMC（10月 15日～20日)の数日後であった。
実際、上海で ICMCでの発表を終えてから光州に来たと
いう参加者が多くみられたし、極端に参加が難しい時期
ということもないはずである。ところで、KEAMSAC
と同じく東アジア地域で開催されるWOCMATは、先
述の通り比較的台湾国内向けの印象が強く、2016年次
大会は Ircam Forumとの併催だったが、出席者は台湾
人が多くを占めた。ペーパーのリストを見ると、13組
中日本人が 1組、欧米系の名前は 3組、作品では 51作
品中日本人が 3作品、欧米系は 9作品で、それ以外は
中国系の名前が並んでいる。WOCMATは毎年 12月頃
に開催されることが多いようで、韓国同様に日本から
のアクセスは容易であるが、時期的な問題から日本を
含め台湾国外からの出席が多くないと言えるかもしれ
ない。

2.4. プログラム

会議はシングルトラックで、二日間で基調講演を除
いて発表は 16（うちキャンセルが 2件、ビデオ発表が
2件）という小規模なものであった。第一セッション
の前には Miller Puckette による基調講演が行われた。
また、翌 26 日にはメキシコからの参加者である Ed-
mar Soriaによる Algorithmic Parametric Electroacoustic
Compositionのワークショップが開催されたが、筆者は
帰国便が迫っており残念ながら参加できなかった。会
議には、SICMFの出品者もリハーサルの合間を縫って
多く参加しており、会場の「アトリエ 2」はやや手狭
となっていた。KEAMSAC2017の全プログラムは図 5
の通りである。

図 5: KEAMSAC2017 公 式 ウ ェ ブ サ

イ ト よ り 、KEAMSAC2017 プ ロ グ ラ ム

(http://keams.org/emille/keamsac/keamsac2017_programs.html)

第一セッションはタイの作曲家による創作ノートか
ら開始された。これは SICMFでの上演作品ではなかっ
たが、その後の発表でも作品に関するペーパーが相次い
だ。例えば、韓国の Dae-Hoon Jangは「Installation Art
and Electroacoustic Work」と題し、彼の関わった展覧会
に関する発表を行った。同じく韓国の Sangbong Nam
は「The mPoi in the wireless network system」として、
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mPoiという彼が創作したセンサー・ベースの楽器につい
て、実演も含めながら技術面や応用例を紹介した。クロ
アチア出身で現在はグラーツの IEMに所属するMarko
Cicilianiは二つのペーパーを発表し、特に、ゲームの
要素を取り込んだ作品に関する「Gamified Audiovisual
Works - Composition, Perception, Performance」は参加者
から大きな関心が集まっていた。同日夜のコンサートで
は、ペーパー内容とは異なるものの、ゲーム的要素の見
られる Ciciliani氏オリジナルの楽器を用いたパフォー
マンスを行い、演奏後は聴衆が興味を持って彼に楽器
の説明を求める様子が見られた。彼の他にも SICMFで
作品を上演した作曲家によるペーパー発表が数件あっ
たが、Piece and paperではなく、上演作品とは異なる
トピックでの発表だった。CFPに Piece and paperのカ
テゴリーが設けられていないからであろうか。しかし
個人的には上演作品に関するペーパー発表を見てみた
かったという感想を持った。どの発表も質疑は活気付
き、筆者の発表を含めて基調講演者の Puckette氏も積
極的に発表者へコメントや質問を投げかけていたのが
印象的であった。

3. SICMF2017

3.1. 音楽祭の概要

2017年 10月 23-28日に、ソウル国際コンピュータ
音楽祭 SICMF2017がKEAMSAC2017の会期を挟むよ
うにして開催された。会議とは名称を異にするものの、
ICMC等と同様に会議と共通のオーガナイザーによっ
て運営され、同じ会場で行われるので、名称の違い以外
は会議と密に連結している。作品募集はペーパーより
も早い時期に行われ、3月に提出〆切、4月に採否が通知
された。募集カテゴリーは「1.テープ・ミュージック、
2.4名までの楽器演奏を伴う電子音響音楽（テープある
いはライヴ）、3.ライヴ・エレクトロニクス・ミュージッ
ク、4.オーディオ・ヴィジュアル・メディア・アート」
とされていた。コンサート作品のみの募集で、インス
タレーションなど常設展示形態の作品募集はなかった。
音楽祭では 6 日間に 10 のコンサートが実施され、

筆者はそのうち、10月 23日に行われた「コンサート
1」から 10月 25日の「コンサート 5」を鑑賞した。ほ
とんどのコンサートは ACC Theater内の「シアター 2」
で行われたが、「コンサート 4」は「アトリエ 1」で、
「コンサート 3」と「コンサート５」の 4作品中 3作品
は同施設内の「ロビー」で実施された。「コンサート
5」の二番目の作品として予定されていた作品は「コン
サート 4」として「アトリエ 1」での上演となった。「シ
アター 2」は先述の通り数百人を収容できるホールで、
ACCのスタッフによるきめ細やかな対応が印象に残っ
た。座席指定のチケットを受付で受け取り、会場に入
ると、スタッフが親切に席まで案内してくれる。一般

的なコンサートでは通常に見られる光景であるが、国
際会議のコンサートでこのように懇切丁寧な接客をさ
れた経験はこれまで筆者にはなかった。通常は会議の
運営スタッフが会場対応までも行なっていることが多
いように思われる。観客側の客観的な印象ではあるが、
SICMFでは ACCスタッフとの役割分担が成功してお
り、KEAMSスタッフが本来の仕事に専念できている
ように感じられた。

図 6:《Pluton》リハーサルの様子（2017年 10月 24日
筆者撮影）

3.2. 5つのコンサート・プログラム

「シアター 2」で行われた「コンサート 1、2」では、
それぞれ 4作品ごとに休憩を挟んだ 8作品が上演され
た。テープ作品は各コンサートに 2作品、オーディオ・
ヴィジュアル作品が 1～2作品であり、他はライヴ・エ
レクトロニクス作品が多勢を占めた。CFWでは奏者 4
名までと限定されていたが、ほとんどの作品がソロ奏
者による演奏であった。
「コンサート3」はPhilippe Manouryの《Pluton》(1988-

89)が台湾のピアニスト Shiau-uen Dingによって演奏
された (図 6)。《Pluton》はMiller Pucketteとのコラボ
レーションから生まれた作品であり、1988 年に野平
一郎のピアノ演奏によってアヴィニヨンで初演されて
いる。SICMF2017 のコンサートでは Puckette 自らが
Max/MSPのオペレーションを手がけるということで、
上演前から人々は大きな期待を寄せていた。会場の「ロ
ビー」は広々としたエントランス・ホールで、観客は
大階段に腰掛けて鑑賞した。階段下の「ロビー」には
SICMF2017のロゴと写真が入った大きな屏風型のパー
テーションが設置され、それを背にスタインウェイの
グランドピアノが置かれた。ピアノの手前に Puckette
氏のための長机が用意され、氏は観客に背を向ける形
でコンピュータと譜面に向かっていた。演奏後は、コ
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ンピュータ画面に表示されたままのMaxパッチ、譜面
を見ようと観客が興味津々で長机に群がっていた。
「コンサート 4」は「アトリエ 1」で行われた。ペー

パー発表が行われた「アトリエ 2」よりもやや広めの
空間で、照明が落とされ暗幕で覆われていたように見
え、元の姿は確認できなかったが、ひょっとすると「ア
トリエ 2」のように壁面一杯に鏡が備え付けられてい
るような部屋だったかもしれない。8作品の予定だっ
たが「コンサート 5」にプログラムされていた 1作品
が加わり、9作品の上演となった。8作品は「コンサー
ト 1、2」と同様の傾向で、テープ作品が 1作品、オー
ディオ・ヴィジュアル作品が 2作品、他は多くがソロ
奏者のためのライヴ・エレクトロニクス作品であった。
本来「コンサート 5」にプログラムされていた「コン
サート 4」最後の作品、オーストリアの noid and Klaus
Filipによる《Sonic Luz》は、様々な模様や写真がプリ
ントされた円盤を用いたオプトソニック・シンセサイ
ザーのライヴ・パフォーマンスで、視覚的にも観客を
楽しませ、ステージ上の机に散りばめられた数々の円
盤と彼らの装置もまた、観客の興味を惹いた。
「コンサート 4」終演のおよそ 30分後、「コンサート

5」は場所を変えて「ロビー」で行われた。作曲家自身
によるライヴ・パフォーマンスの 3作品が上演された。
それぞれが個性的であり、一つは 2.4.で述べたMarko
Cicilianiのゲーム要素のある《Croatia Atomic Etudes》、
続く韓国の Joo Won Parkによる《Touch》は、音の出
る玩具や櫛やガラクタのような小さなオブジェなどを
「演奏」するライヴ・エレクトロニクス・パフォーマン
スであった。最後の Eric Honourによる《Handcrafted
Ale》もユニークで、作曲家はまず開栓前のビール瓶と
ジョッキを持って登場した。瓶やジョッキを叩いたり
ビールをジョッキに注ぐなどして発音しオーディオ・
プロセッシングを行い、最後には作曲家がビールを飲
み切ってしまうというパフォーマンスであった。「コン
サート 5」の終演は 22時半を過ぎており、その後、既に
ビールを飲み切った Honour氏含めて参加者らで beer
partyに出かけることになったわけだが、ともかく、姿
勢を正して聞くようないわゆるコンサートというより
もよりラフな、ICMCなどにあるナイト・コンサート
に近いような印象を「コンサート 5」には感じられ、な
おかつ個性にあふれた作品が揃い、筆者にとっては滞
在最後の夜を非常にリラックスしつつ刺激を受けなが
ら楽しむことができた時間となった。

3.3. テープ作品の扱い

全作品数が 72と、昨年度以前より倍増した今回の
SICMFであったが、ICMCやWOCMATなどにしばし
ばある「リスニング・ルーム」は設置されていなかっ
た。テープ作品、要するに fixed media作品は「リスニ

ング・ルーム」行きになりがちで、主にアクスマティッ
ク作品を作曲する筆者自身もせっかく採択されたのに
「リスニング・ルーム」にプログラムされて落胆すると
いう経験を何度もしてきた。しかしながら、演奏者の
ないテープ作品を、真っ暗なコンサートホールで延々
聞き続ける退屈さもまた理解している。アクースモニ
ウムはその点で素晴らしいシステムと言えるわけだが、
これについては本稿で扱うトピックの範疇にないため
特に触れない。ただ、筆者が出席した SMCの 2013（ス
トックホルム）、2016（ハンブルク）年次大会では、いず
れもテープ作品でもきちんとリハーサルの、つまり「サ
ウンド・チェック」ではない、時間が設けられ、アクー
スモニウムと呼べるほどの大掛かりなスピーカー・シ
ステムではなかったにせよ、作曲家自身でフェーダー
を操る「演奏」をすることができたことは、記してお
きたい。

SICMF2017では、テープ作品も公募カテゴリーに
あったものの、採択数を抑えており、各コンサートに
1～2作品のみという、聴衆にとっては程良いバランス
を保っていたように思われる。8.1chまでを用いるこ
とができたが、テープ作品の「演奏」は行えなかった
ようである。
テープ作品は CFWに気軽に応募しやすい反面、作

曲家の名前も作品名も聴衆に分からない状態で多数の
作品がループ再生される「リスニング・ルーム」行き
だったり、場合によってはコンサートにプログラムさ
れても「再生」にとどまり「サウンド・チェック」す
らさせてもらえないようなこともあったり、やや邪険
に扱われがちのように感じることが多々ある。アクス
マティック作曲家としては、この状況についても参与
観察を続けていきたい。次年度以降の SICMFでどの
ように扱われるかは不明であるが、少なくとも今年度
まで「リスニング・ルーム」は無く、テープ作品も全
てコンサートにプログラムされていたようである。

4. おわりに

本稿では、筆者が出席した KEAMSAC及び SICMF
の 2017年次大会の様子を、過去に出席した他の国際会
議との比較も交えながら報告した。経験の浅い筆者に
よる報告であるため比較対象や視野が限られてしまっ
たものの、採択者への経済的サポート、それも理由の
一つか参加者の多国籍な顔触れ、会議スタッフと会場
スタッフの役割分担の成功によるスムーズな運営など、
様々な特徴を確認することができた。また、SICMFに
限った問題ではないにせよ、テープ作品の扱いについて
は筆者自身引き続き問題意識を持って接していく必要
性を改めて感じた。いずれにしても、次も出席してみ
たいと思わせる興味深い一連のイベントであったこと
は間違いない。国際会議や音楽祭の継続的な開催は、大
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学で教鞭を執る教員がほとんどであろう運営メンバー
が本業を抱えながら携わらねばならない大仕事である
し、わずか数日間のために数ヶ月を費やす大きな負担
の上に成り立っているはずだ。矛盾するようだが彼ら
への感謝と賞賛という意味で、是非、次年度もまた開
催して頂ければと、期待を込めて本稿を締め括りたい。
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